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　　　　ハイフレントの耐凍結融解性および耐塩害性について

１．はじめに
ハイフレントは、高炉スラグ微粉末およびポリマーの添加により、普通ポルトランドセメントを用いたコン
クリートに較べ、硬化体が緻密となることで、すぐれた耐凍害性および耐塩害性を有する無収縮グラウ
トモルタルです。
ここでは、ハイフレントの耐凍結融解性能および耐塩害性能について普通コンクリートと比較しながら考
察します。

２．性能比較
１）耐凍結融解性能
　ハイフレントと普通コンクリートの試験結果の比較性能を図１、２に示します。試験方法はJIS A 6204
の附属書２　コンクリートの凍結融解試験方法に基づいています。
　試験結果は、質量変化率および相対動弾性係数とも３００サイクルにおいて、ハイフレントは、ほぼ１
００％となり劣化が見られないのに対し、普通コンクリートは両方ともほぼ９０％と１割程度の劣化が見
られます。写真１～３に普通コンクリートの劣化した試験終了時外観を、写真４，５にハイフレントの劣化
のほとんど見られない試験終了時外観を示します。
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写真１
普通コンクリート

写真２
普通コンクリート

写真３
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写真４
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２）耐塩害性
　ハイフレントと普通コンクリートの塩分浸透深さ試験結果を図３に示します。
　試験方法は、φ10cm×20cm試験体を５％NaCl水溶液に浸漬し、試験材齢において切断した断面
に対し、0.1Ｎ硝酸銀溶液、次いで5％クロム酸カリウム溶液を噴霧し、白色を呈した部分の深さを測
定し塩分浸透深さとしました。
　図　に示すように、ハイフレントの塩分浸透深さは普通コンクリートに較べ材齢４ヶ月で１／３程度と
なっている。このようにハイフレントの塩分浸透性は普通コンクリートに較べ著しく小さいことがわかり
ます。

３）塩分による凍害促進
　海岸構造物や融雪剤が散布されるコンクリートでは、塩分により凍結融解による劣化が促進される
ことが知られています。（別紙１）
　ハイフレントは、普通コンクリートに較べ耐凍結融解性が高く、かつ塩分が浸透しずらいことから、
劣化が促進される程度も普通コンクリートより抑制されます。

３．まとめ
ハイフレントは、普通ポルトランドセメントを用いた普通コンクリートに較べ、耐凍害性、耐塩害性に優
れています。
その程度は、耐凍結融解性（300サイクル）ではハイフレントが質量減少０％に対して、普通コンク
リートは１０％の質量減少が発生し、塩分の浸透性はハイフレントは普通コンクリートの1／3でありま
した。
また、塩分により凍結融解による劣化が促進された場合、上記の差は、さらに広がると考えられま
す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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